
申請者氏名 Requested Supervising Professor

田中　克典
Katsunori TANAKA
Email:katsunori@kwansei.ac.jp

研究題目 Title of the project

分裂酵母における環状染色体維持における
SUMO化修飾の機能

The Role of SUMOylation in the
Maintenance of Circular Chromosomes in
Fission Yeast

博士研究員への要望・専門、経験等
Qualifications for Postdoctoral Fellow
including academic and non-academic
background, research fields and interests

研究計画 Details on research project

学位を有し、分子生物学的手法を習得している
こと

真核生物の染色体末端に存在するテロメアは染
色体末端を保護する機能を持ち、その長さはテ
ロメラーゼにより制御される。分裂酵母では、
シェルタリン複合体構成因子Tpz1のSUMO化依
存的に、Stn1‐Ten1複合体がテロメア領域に結
合し、テロメラーゼの作用を抑制する。我々の研
究室では、環状染色体の維持にPmt3（分裂酵
母SUMO）の機能が必要であることを見出してい
る。そこで、本研究では環状染色体の維持のど
の仕組みにSUMOの機能が必要とされるかを明
らかにすることを目的とする。
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申請者氏名 Requested Supervising Professor

藤原　伸介
Shinsuke FUJIWARA
Email: fujiwara-s@kwansei.ac.jp

研究題目 Title of the project

微生物の環境適応機構
Adaptation Mechanisms of Microorganisms
to Extreme Environments

博士研究員への要望・専門、経験等
Qualifications for Postdoctoral Fellow
including academic and non-academic
background, research fields and interests

研究計画 Details on research project

以下の点を求めます。（１）日本語または英語で
意思疎通を行うことができること。（２）微生物を
培養するための培地設計、基本実験操作を修
得していること。（３）タンパク質を精製したり、酵
素の速度論的解析を行う作業に精通しているこ
と。（４）DNAのクローニング、塩基配列の決定、
転写量解析など、分子生物学実験を遂行できる
こと。

Applicants should meet the following
requirements: (1)Ability to communicate
effectively in either Japanese or English.
(2) Experience with the design of culture
media and basic experimental techniques for
cultivating microorganisms adapted to
extreme environments. (3)Familiarity with
protein purification and enzyme kinetics
analysis. (4)Proficiency in molecular biology
techniques, including DNA cloning,
sequencing, and transcriptional analysis.

高度好熱菌の高温、低温環境への適応機構を
解析する。また酢酸菌や乳酸菌など酸性環境に
適応して増殖する微生物の酸環境適応機構に
ついて解析する。

The postdoctoral researcher will investigate
the mechanisms by which extreme
thermophiles adapt to both high and low
temperature environments. In addition, the
researcher will study the adaptation
strategies of acetic acid bacteria, lactic acid
bacteria, and other microorganisms that
thrive in acidic environments.
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申請者氏名 Requested Supervising Professor

沖米田  司  
Tsukasa OKIYONEDA 
Email: t-okiyoneda@kwansei.ac.jp

研究題目 Title of the project

難治性閉塞性肺疾患の治療標的分子

の探索  

Identification of novel therapeutic 
targets for cystic fibrosis and COPD

博士研究員への要望・専門、経験等 

Qualifications for Postdoctoral Fellow 
including academic and non-academic 
background, research fields and 
interests

哺乳類細胞培養、遺伝子組換え実験、

生化学実験、イオンチャネル機能測定

等、電気生理学的実験の経験を有し、海

外ポスドク研究者の経験者が望ましい。 

研究計画 Details on research project

1. 難治性閉塞性肺疾患である嚢胞性

線維症（CF）や慢性閉塞性肺疾患

（COPD）の発症に関わる CFTR イオン

チャネルの形質膜発現を制御する分

子を sgRNA 表現型スクリーニングに

より同定する。 

2. CF 患者由来気道上皮細胞におけ

る内在性  CFTR 活性の機能評価法の

確立  

13



申請者氏名 Requested Supervising Professor

矢尾 育子 
Ikuko YAO 
Email: yaoik@kwansei.ac.jp

研究題目 Title of the project

分子イメージングによる脳・神経活動の調節

機構の解明

Analysis of regulatory mechanisms of 
neuronal activity with molecular imaging 
techniques 

博士研究員への要望・専門、経験等 

私たちの研究室では、脳・神経活動の調節機構を明らかにすることを目指しています。 

さまざまなイメージング手法を取り入れ、生体内の分子を可視化することにより、疾患の

原因解明および治療につながる基礎研究に取り組んでいます。特に、脳内環境・神経

シナプス伝達に関わる機構とその破綻により生じる疾患に注目して研究しています。

研究分野：神経科学、生化学、細胞生物学、分析化学  

やる気のある研究者の参加を求めます。 

研究計画 

タンパク質分解を介したシナプス伝達制御機構の解明のために、我々が以前に発見

した SCRAPPER タンパク質を基盤に、様々な角度から分子から個体までの病態解析に取り

組む。 

関連して、以下のテーマに取り組む。 

・超解像顕微鏡を用いた分子イメージング

―光の回折限界を超えた解像度で神経シナプスを観察し、神経伝達制御機構を明らかに

します。 

・質量分析イメージングによる脳情報の可視化

―脳情報の時空間的制御の解明をコンセプトに、神経伝達物質を可視化します。

不飽和脂肪酸による神経機能制御機構 

―不飽和脂肪酸特に DHA による神経機能制御機構を明らかにします。 

・神経疾患関連遺伝子の機能解析

―私たちが新たに見出した神経疾患関連遺伝子の機能解析を進めます。

・神経細胞における一次繊毛の機能解析

―細胞のアンテナの働きを持つと考えられる一次繊毛の機能解析から脳機能に与える影

響にまで迫ります。 
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申請者氏名 Requested Supervising Professor

谷水  雅治  
Masaharu TANIMIZU 
Email: tanimizum@kwansei.ac.jp 

研究題目 Title of the project

重元素同位体を用いた地球表層での元

素循環の定量的把握  

Determination of natural isotopic 
variation among heavy elements in 
the earth surface

博士研究員への要望・専門、経験等 

Qualifications for Postdoctoral Fellow 
including academic and non-academic 
background, research fields and 
interests

専門分野： 地球化学、分析化学  

重元素の化学分離及び質量分析の技術

を習得していることが望ましい 

Experiences in inorganic chemical 
separation and mass spectrometry are 
requested in the research field of 
geochemistry/analytical chemistry.

研究計画 Details on research project

近年の無機質量分析法の発展により、

原子番号の大きな元素にも質量に依存した

同位体存在度の変動が認められるようにな

ってきた。この同位体変動を指標として、地

球表層の各圏について、重金属元素がどの

ような量と速度で各圏を循環しているのかを

定量的に把握することを目指す。そのため

に、目的元素の地質学的試料からの高回収

率での単離法、マトリックス元素の効率的な

除去法、高精度同位体比測定法の確立を

行う。さまざまな地質学的試料の間の同位

体存在度の変動幅を把握し、物質循環把握

のための指標としての可能性を検討する。 

Recent developments of mass 
spectrometry allow detection of natural 
isotopic variation in heavy elements. 
My project is targeting to understand 
their mass-balance and exchange rate 
in the earth surface through 
quantitative isolation of analyte with 
elimination of matrix elements by 
chemical separation and its precise 
isotopic analysis. Its potential as an 
isotopic proxy for quantitative 
estimation of anthropogenic impact to 
the environment is evaluated.
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